
1 はじめに

 
 産業用ラズベリーパイ RevPi シリーズ

 CodeSysライセンス認証   
 取扱説明書[ReviPi Stretch]

本マニュアルは、Codesys のランタイムライセンス登録とバックアップについて記述します。
ライセンス登録は、製品を認証するプロセスです。このプロセスによりライセンスキーが有効
であることが確認されます。一度ライセンス登録をすれば、インターネットに接続されていな
い環境でも使用可能です。また、ライセンス アクティベーションは 24 時間、365 日、イン
ターネットにて実行することが可能です。ご使用される実機 (RevPi) とライセンスキーがセッ
トで必要になります。

2 ライセンスキー
25桁の文字列で構成されたライセンスキーは、実機1台に１つ必要となります。重要な情報
になりますので、紛失しないよう大切に保管してください。

3 ライセンス登録準備
ライセンスの登録及びバックアップを実施するには、以下のソフトウェアとWindowsPCま
たインターネット接続環境が必要です。
● CODESYS Development System V3 Version: 3.5.15.30以降 
● CODESYS Control for Raspberry Pi SL

OS：Windows XP(32bit), 7(32/64bit), 8.1(32bit), 10(32/64bit)
RAM：1GB以上 , ハードディスク容量：1GB以上の空き領域
CPU：x86 CPU 1GHz 以上 , 画面解像度：1024 x 768 以上

Step3 CODESYS 開発ソフトウェアセットアップ

利用規約の画面が表示されます。内容を確認の上、「I accept ～」の項目（規約に同意する）
にチェックを入れ、「Next >」をクリックします。

ダウンロードしたCODESYS Development Systemのセットアップファイルを実行します。
確認画面が表示されたら「Next >」をクリックします。
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● 製品情報

下の左のような確認画面が表示されたら内容を確認し、「I have read the information」（内
容を確認しました）を選択して「Next >」をクリックします。
完了確認画面が表示されたら「Finish」をクリックします。

画面内容を確認して「Next >」をクリックします。
Setup Status 画面が表示されたら処理が終わるまで待ちます。

インストールする内容と保存先を選択して「Next >」をクリックします。

実機とPCがインターネット上に接続されている環境が必要です。

処理が終わるまで待ちます。
[動作要件 ]

Step1 アカウント生成
まず、以下のホームページでアカウント生成を行ってください。
https://store.codesys.com/

Step2 CODESYS 開発ソフトウェアダウンロード
CODESYS Store から開発ソフトウェア CODESYS Development Systemをダウンロード
します。お使いのPCのOSにより32bit または64bit のいずれかを選択してください。
License Agreement が表示されたら「Accept」をクリックします。

CODESYS Store から CODESYS Control for Raspberry Pi をダウンロードします。
License Agreement が表示されたら「Accept」をクリックします。

Step4 CODESYS ラズパイソフトダウンロード

CODESYS Control for Raspberry Pi SL 全バージョンの一覧

この説明書で使用のソフトウェアのバージョンは3.5.15.30 です。
Raspbian Buster 使用する場合、Ver.3.5.15.10以降をダウンロードしてください。

https://store.codesys.com/codesys-control-for-raspberry-pi-sl.html?___store=
en#All%20versions

「My Account」 からアカウント生成

CODESYS Development System V3全バージョンの一覧
https://store.codesys.com/codesys.html#All%20versions

この説明書で使用のソフトウェアのバージョンは3.5.15.30です。
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Step７ CODESYS ラズパイソフトインストール
CODESYS Development Systemが起動したらパッケージマネージャを開きます。
メニューの「ツール」→「パッケージマネージャ」を選択します。

CODESYS Development System のセットアップが完了するとデスクトップにアイコンが
作成されます。これをダブルクリックして起動します。

Step5 CODESYS 開発ソフトウェア 起動

パッケージマネージャ画面で「インストール」をクリックします。
ファイル選択画面が開くのでダウンロードしたRaspberry Pi のパッケージファイルを選択し
「開く」をクリックします。

使用許諾の内容を確認して「Next >」をクリックします

画面内容を確認して「Next >」をクリックします。
Progress 画面が表示されたら処理が終わるまで待ちます。

画面を確認して「Finish」をクリッ
クします。
画面の指示に従いCODESYS 
Development Systemを再起動
します。

4 CODESYS 開発ソフトウェア起動確認
Windowsのスタートメニューからすべてのプログラム > 3S CoDeSys > CoDeSys V3.5 
SP12 xxx を選びます。またはインストール後にデスクトップに作成されるCoDeSys アイ
コンからも起動できます。

処理が終わるまで待ちます。

Step1 システム接続例

ここではRevPi を認証用のPCに接続し、Codesys ランタイムソフトウェアをインストール
します。Codesys ランタイムソフトウェアは、RevPi 上で Codesys プログラムを動作させ
るコンポーネントです。

5 ランタイムソフトウェアのインストール

CODESYS Development System を起動
後、ご使用する言語への設定が可能です。
Tool -> Options により言語を選択。
本書はEnglish 選択での説明です。

Step6 CODESYS 言語設定

安定化電源または
ACアダプタ等
に接続してください。

DHCP
クライアント

インターネット接続可能なルータまたは環境 (別途ご用意 )してください。

HDMI

USBマウス
(別途ご用意 )

USBキーボード
(別途ご用意 )

HDMI ～ 
micro HDMI ケーブル
(別途ご用意 )

micro 
HDMI

HDMI

HDMI ポート搭載ディスプレイ
(別途ご用意 )

RJ45

USB2.0
Type-A

DHCP
サーバ

USB2.0
Type-A

INPUT
AC100V

Output
DC24V

0V

DC24V

一般的な安定化電源
またはACアダプタ

認証用PC

Step2 RevPi側OSバージョンの確認と更新

以下のコマンドでカーネル
バージョンの確認ができます。
pi@RevPi:̃$ uname -a

Putty 等の SSH接続ソフトウェア等を使用しカーネルバージョンを確認します。
接続先 IPアドレスは、デフォルトでDHCPになっていますので別途確認してください。

以下のソフトウェアを使用します。
あらかじめインストールしてください。
・CODESYS 開発ソフトウェア
・Putty等 SSH 接続ツール

● RevPi 最新イメージファイル (2020年 3月26日時点 ) 

● RPi Boot (Windows Installer)
    https://github.com/raspberrypi/usbboot/raw/master/win32/rpiboot_setup.exe
● Win32 Disk Imager
https://sourceforge.net/projects/win32diskimager/

　 https://revolution.kunbus.de/shop/en/stretch

USB
microUSB
Type-B

カーネル 4.19.xxでない場合、以下から最新のイメージファイルをダウンロードし、別途 取扱説明書
の⑥初期設定を参考にしてOSイメージの更新作業を行ってください。

Putty SSH接続ツール
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動作確認用のサンプルプロジェクトを作成します。
新しいプロジェクト作の成は、ファイルメニュー
から「新規プロジェクト」を選択します。

Step2 認証用PCにサンプルプロジェクトを作成

Step1 CODESYS開発ソフトウェアを再起動

RevPi で使用するランタイムシステム“CODESYS Control for Raspberry Pi SL”を選択し
ます。また”PLC_PRGの言語” では主として使用するプログラミング言語を選択します。
「OK」をクリックして新しいプロジェクトを開きます。

Step3 プロジェクト生成

「ツール」->「Lisence Manager」ボタンをクリックします。

Step5 ライセンス編集画面

トップメニューより
「Tools」->
「License manager」->
「Device」選択で next->
「Softcontainer」を選択で next->
該当するRevPir を選択し「OK」ボタ
ンをクリックします。

Product ウィンドウに「CODESYS 
Control for Raspberry Pi」があれば
ライセンスの確認が行えます。

Step6 ライセンス編集の確認

実機のシールを参照ください

プログラミング言語を選択

CODESYS Control for 
Raspberry Pi SLを選択

Step4 RevPiと通信を確立
ここでは認証用のPCとRevPi の通信を確立します。「デバイス」のタブが表示されていな
い場合は、画面上部のメニューバーから「表示」->「デバイス」を選択して表示させます。

「デバイス」のタブで、「Device(CODESYS Control 
for Raspberry Pi SL)」をダブルクリックします。
下のような画面が表示されます。「通信設定」->「ネッ
トワークをスキャン」を選択し接続画面を表示します。

Step3 ランタイムソフトウェアのインストール
PCと Revpi が接続された環境で、CODESYSランタイムソフトウェアをインストールします。
ご購入時はランタイムが入っていません。バージョン等が異なる場合がありますのでお客さま
の環境にあったランタイムバージョンをインストールしてください。

④ ランタイムバージョンを選択
(複数インストールした場合はすべて表示されます )

⑤ Install をクリック
    (Standard を選択 )

⑥ Start をクリックしランタイムを起動します。

③ユーザ名（デフォルトでは pi）とパスワード
   ( デフォルトでは raspberry) を入力

⑦ 一度RevPi の電源を切り、再投入します。
　CODESYS 開発ソフトウェアも再起動してください。

実機の裏面のシールを参照ください

6 ライセンス認証方法

ランタイムソフトウェアのインストール後、CODESYS開発ソフトウェアを再度起動します。

① CODESYS開発ソフトウェアを起動します。画面上部のメニューバーの「ツール」より
「Update Raspberry Pi」を選択すると「Raspberry Pi」タブの画面が表示されます。

デフォルト IPアドレスは192.168.1.10

②Raspberry Pi タブをクリック

ライセンスをインストール
するRevPi を選択します。

「Device」を選択
「Softcontainer」を選択

「Install Licenses...」をクリック

「Activate license」を選択

一度RevPi の電源を切り、再起動します。その後、Codesys で接続を行い
「Device」->「Log」->更新ボタンで正常にライセンス登録されているか確認してください。

Step７ ライセンス正常起動確認

更新

以下のように正常にログが出ていることを確認してください。
ライセンスが不良の場合、2時間でランタイムが停止します。
ライセンス不良： no runtime license -running demo mode (～119 minutes)
ライセンス正常： runtime licensed

テンプレートの「Standard project」を選択し
プロジェクトの名前と保存場所を入力して「OK」
をクリックします。

実機と通信が確立すると「通信設定」の画面に実機の情報が表示されます。

ライセンスを登録する実
機に接続します。
Revpixxxxx という表示
は実機のデバイス名です。



「ドングルの再ロード」をクリックするとライセンス登録状況が画面更新されます。
製品ウィンドウに「CODESYS Control for Raspberry Pi」があるか確認してください。

Step3 ライセンスインストール結果確認

HARTING RevPi Codesys License Authentication MANUAL ver.1.3 2020-03-27

8 ライセンスリストア
イメージの書き換えなどにより、ライセンスを無効にさせてしまった場合、バックアップした
ライセンスでライセンスキーの再インストールが可能です。

Step1 RevPiを接続
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Step2 ライセンスリストア

7 ライセンスバックアップ
ライセンスファイルをバックアップすることで、再インストールが可能です。

Step1 RevPiを接続

「Device」をダブルクリック、「ファイル」をクリックすると下の画面が開きます。
RevPi のフォルダを表示するには更新のアイコンをクリックします。

Step2 Revpiのフォルダにオンライン接続

保存したいPCのフォルダに２つのファイルをバックアップします。
「CMLicenseNew.WibuCmRaU」ファイルを選択し「<<」ボタンをクリックします。

Step3 ライセンスファイルバックアップ

「3SLicenseInfo.tar」ファイルを選択し「<<」ボタンをクリックします。

オンライン認証を行った場合、必ずバックアップを取得し保管してください。バックアップ
を取得せずにライセンスが無効になった場合、新しいライセンスが必要になります。
バックアップをしないで、無効にしてしまった場合、新しくご購入していただきます。

「Device」をダブルクリック、「通信設定」->「ネットワークをスキャン」で接続画面を表示
します。Revpixxxxx という表示は実機のデバイス名です。

実機と通信が確立すると
RevPiの情報が表示されます

更新

PCのフォルダ RevPiのフォルダ

PCのフォルダ RevPiのフォルダ

「Device」をダブルクリック、「通信設定」->「ネットワークをスキャン」で接続画面を表示
します。revpixxxxx という表示は実機のデバイス名です。

ライセンスのリストアは登録した実機でのみ有効です。

CMLicenseNew.WibuCmRaU

3SLicenseInfo.tar

「backup」フォルダをクリックします。

実機の裏面のシールを参照ください

ライセンスをインストール
するRevPi を選択します。

「ツール」->「Lisence Manager」ボタンをクリックします。

バックアップしている
CMLicenseNew.WibuCmRaUファイルを選択

一度RevPi の電源を切り、再起動します。その後、Codesys で接続を行い
「Device」->「Log」->更新ボタンで正常にライセンス登録されているか確認してください。

Step4 ライセンス正常起動確認

更新

以下のように正常にログが出ていることを確認してください。
ライセンスが不良の場合、2時間でランタイムが停止します。
ライセンス不良： no runtime license -running demo mode (～119 minutes)
ライセンス正常： runtime licensed


